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(57)【要約】
【課題】電子内視鏡光源部の冷却を効率的にかつ省スペ
ースで行う。
【解決手段】電子内視鏡用のプロセッサユニット１０の
ケーシング１１内において、正面側に光源部１２、その
後方にランプ電源１４を配置する。光源部１２の後側に
遠心式のブロワファン１５を配置し、光源部１２からの
空気を上側に向けて排気する。ブロワファン１５の上側
に接続され、上向きに延びる排気ダクト１６を後側に向
けて９０度曲げ、ランプ電源１４の上側に配設する。排
気ダクト１６をケーシング１１の背面にまで案内し背面
に設けられた排気口１６０から排気する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源部と前記光源部の後方に光源用の電源部が配置された電子内視鏡用のプロセッサユ
ニットに使用される光源冷却機構であって、
　前記光源部と前記電源部との間に配置され、前記光源部からの空気を上向きに排気する
遠心式送風機と、
　前記ブロワファンからの排気を受け、前記排気を前記電源部の上側へ誘導する排気ダク
トとを備え、
　前記排気ダクトを通った前記排気が前記プロセッサユニットの背面から排出される
　ことを特徴とする電子内視鏡用光源冷却機構。
【請求項２】
　前記電源部の上側に配設された前記排気ダクトに、前記電源部と前記排気ダクトの内側
とを連通する開口部が設けられ、前記電源部の熱が前記排気ダクトを通して排出されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡用光源冷却機構。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の光源冷却機構を用いた電子内視鏡用プロセッサユニッ
ト。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子内視鏡用の光源を冷却するための機構に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡システムは、電子内視鏡の挿入部先端から照明光を照射するための光源部と
、挿入部先端で撮影された画像を処理するための信号処理部を備える。これらは通常一体
的なプロセッサユニットとして同一ケーシング内に納められ、電子内視鏡は可撓管と介し
てプロセッサユニットに着脱自在に接続される。光源には一般にハロゲンランプやキセノ
ンランプが用いられるため光源部周辺は極めて高温になる。したがってプロセッサユニッ
トには光源部を冷却するための排気機構が不可欠となる（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００２－２４８０７９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　光源部は、電子内視鏡との接続の便宜からプロセッサユニットの前側に配置されるため
、光源部近くにおいてケーシングの外部へ直接排気することはできない。したがって、一
般にケーシングの背面に排気口が設けられ、光源部後方には、ケーシング背面まで達する
排気ダクトを設ける必要がある。しかし排気ダクトの配置は装置の小型化の障害となって
いる。
【０００４】
　本発明は、電子内視鏡光源部の冷却を効率的にかつ省スペースで行うことを目的として
いる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の電子内視鏡用光源冷却機構は、光源部と光源部の後方に光源用の電源部が配置
された電子内視鏡用のプロセッサユニットに使用される光源冷却機構であって、光源部と
電源部との間に配置され、光源部からの空気を上向きに排気する遠心式送風機と、ブロワ
ファンからの排気を受け、排気を電源部の上側へ誘導する排気ダクトとを備え、排気ダク
トを通った排気がプロセッサユニットの背面から排出されることを特徴としている。
【０００６】
　電源部の上側に配設された排気ダクトに、電源部と排気ダクトの内側とを連通する開口
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部が設けられ、電源部の熱が排気ダクトを通して排出されることが好ましい。
【０００７】
　また本発明の電子内視鏡用プロセッサユニットは、上記光源冷却機構を用いたことを特
徴としている。
【発明の効果】
【０００８】
　以上のように、本発明によれば、電子内視鏡光源部の冷却を効率的にかつ省スペースで
行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の一実施形態である光源冷却機構を用いた電子内視鏡用プロセッサユニ
ット内の構成を模式的に示す平面図である。
【００１０】
　電子内視鏡用プロセッサユニット１０のケーシング１１は、前後方向に長い略直方体形
状を呈し、その内部には、ランプ（図示せず）が装着される光源部１２と、電子内視鏡（
図示せず）からの映像信号を処理するとともに各種制御信号を生成する信号処理部１３と
、光源部１２へ電力を供給するランプ電源１４などが収容される。
【００１１】
　光源部１２、ランプ電源１４は熱および電磁ノイズの発生源であるため信号処理部１３
から離して配置される。また、光源部１２はコネクタによる電子内視鏡との光学的な接続
のためプロセッサユニット１０の正面側に配置される必要がある。したがって、光源部１
２とランプ電源１４のセットは信号処理部１３とケーシング１１内に置いて左右に区画さ
れて配置される。
【００１２】
　図１においては、右側がプロセッサユニット１０の正面に対応し、左側が背面に対応す
る。本実施形態において、光源部１２は、プロセッサユニット１０を正面から見たときの
左側の区画の正面側に配置され、ランプ電源１４は光源部１２の後方に配置される。また
、プロセッサユニット１０の右側の区画には、例えば複数の電子基板１３０からなる信号
処理部１３が配置される。
【００１３】
　電子基板１３０は、鉛直に立てた状態でケーシング１１内に配置され、その面はケーシ
ング１１の前後方向に沿って配置される。また、本実施形態において光源部１２には、ハ
ロゲンランプやキセノンランプが用いられ、ランプ電源１４は電磁ノイズの外部への影響
を防止するため遮蔽壁１４０によって取り囲まれる。
【００１４】
　光源部１２の後方には、遠心式送風機（遠心方向に送風するブロワまたはファン）であ
るブロワファン１５が配置され、ブロワファン１５にはケーシング１１の背面に設けられ
た排気口１６０まで排気を導く排気ダクト１６が接続される。また光源部１２の前方、ケ
ーシング１１の正面の壁面には、電子内視鏡の可撓管の先端に設けられたコネクタ部（図
示せず）が装着されるコネクタ部１７が設けられる。
【００１５】
　図２にプロセッサユニット１１内の構成を模式的に示す側面図を示す。なお図２は光源
部１２側からの側面図である。
【００１６】
　図２に示されるように、コネクタ部１７には、電気コネクタ１７０とライトガイドコネ
クタ１７１を備える。電気コネクタ１７０は、電子内視鏡のコネクタ部との接続において
、電子内視鏡を信号処理部１３と電気的に接続するためのコネクタである。また、ライト
ガイドコネクタ１７１は、電子内視鏡のコネクタ部から延出するライトガイドを光源部１
２へとガイドし、その位置を固定保持し、電子内視鏡を光源部１２と光学的に接続するコ
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【００１７】
　光源部１２は、高温になるため、ケーシング１１内において下方に配置され、ライトガ
イドコネクタ１７１は、光源部１２の位置に合わせて下方に配置される。また、ランプ電
源１４も光源部１２と同様にケーシング１１内において下方であって、光源部１２の後方
に配置される。なお、電気コネクタ１７０は、ライトガイドコネクタ１７１の上方に配置
される。
【００１８】
　図１、２に示されるように、ブロワファン１５は、光源部１２の後方であって、ランプ
電源１４と遮蔽壁１４０との間に配置される。排気ダクト１６の吸込口１６１は、ブロワ
ファン１５の上部に接続され、ダクトは始め上方に延び、その後ケーシング１１の背面に
向けて９０度曲げられ、ランプ電源１４の上方に沿って真っ直ぐに排気口１６０へと接続
される。
【００１９】
　なお、垂直に立てられた電子基板１３０の高さや、コネクタ部１７が上下方向に必要と
する高さは、ランプ電源１４が必要とする高さよりも大きいため、ランプ電源１４の上側
の空間に排気ダクト１６を通すことが可能である。
【００２０】
　また、ブロワファン１５は、遠心送風機であるため、ブロワファン１５の前方に配置さ
れた光源部１２からの空気を上向きに高い圧力で排気し、その直後に排気効率を落とすこ
となく略直角に曲げて後方に送風することができるので、排気ダクト１６を上述のように
配設することができる。このため軸流送風機を用いたときのように、光源部１２の後方に
排気ダクトを配設する必要がない。
【００２１】
　また、本実施形態のように、排気ダクト１６をランプ電源１４の上側を通すことにより
、排気ダクト１６を通る排気熱がランプ電源１４に伝わることを抑制できる。更に、遮蔽
壁１４０と排気ダクト１６に、ランプ電源１４と排気ダクト１６の内側とを連通する開口
を設けることにより、ランプ電源１４において発生した熱を、排気ダクト１６を介して排
気口１６０から外部へと排出することができる。
【００２２】
　以上のように、本実施形態によれば、遠心式の送風機を用い、排気ダクトをランプ電源
の上側を通すことにより、ランプ電源に悪影響を及ぼすことなく光源部の冷却を効率的に
かつ省スペースで行うことができる。また、ランプ電源上部に配設された排気ダクトを利
用してランプ電源からの熱の排出も行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の一実施形態である光源冷却機構を用いた電子内視鏡用プロセッサユニッ
ト内の構成を模式的に示す平面図である。
【図２】図１に示されたプロセッサユニット内の構成を模式的に示す側面図である。
【符号の説明】
【００２４】
　１０　プロセッサユニット
　１１　ケーシング
　１２　光源部
　１３　信号処理部
　１４　ランプ電源
　１５　ブロワファン
　１６　排気ダクト
　１７　コネクタ部
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